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『おおかみだって きをつ

けて』 
 

重森千佳 作絵 

フレーベル館 

 「おおかみと７ひきの

こやぎ」「あかずきん」

「３びきのこぶた」…ど

のお話も、恐ろしいおお

かみが、弱い者を食べて

しまいますが、それは昔

のこと。今は、おおかみ

だって襲われるかも知

れません！       

『ベルナルさんのぼうし』 
 

いまいあやの 作 

BL 出版 

 友達が居なくても、ひ

とり気楽に過ごすクマ

のベルナルさんでした

が、ある日、お気に入り

の帽子にキツツキが住

み着いてしまいました。

どんどん増えていく鳥

たちが、ベルナルさんを

変えていきます。        

新着図書 

・その鏡は嘘をつく 

（薬丸岳 著） 

・ミッキーはなぜ口笛を吹くのか 

（細馬宏通 著） 

・傷のあるリンゴ 

（外山滋比古 著）   ほか 

 

 


